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電源プラグを抜く時は、電源コードを持たずに必ず先端のプラグを持って引き抜いて下さい。

感電やショートして発火する事があります。

本体の掃除は必ず電源プラグを抜き、本体の温度が低くなってから行って下さい。

感電ややけどをする事があります。

電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込みが暖かい時は使用しないで下さい。

感電、ショート、発火の原因になります。

電顕コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に曲げたり、引っ張ったり、踏み

付けたり、ねじったり、束ねたりしないで下さい。又、重いものを載せたり、挟み込んだり

すると、電源コードが破損し火災の原因になります。

AC三相 200V以外では使用しないで下さい。火災、感電の原因となります。

本体の上に物を置いたり掛けたりしないで下さい。

過熱して焦げたり、変形、変色したりすることがあります。

塗料、パテの乾燥以外には使用しないで下さい。

過熱、異常動作して発火、やけどをすることがあります。

ランプ及び反射板には塗料などの汚れが付着しないようにして下さい。

過熱や異常動作の原因となります。

引火性のものの近くで使用しないで下さい。爆発や火災の原因になります。

本体にぶら下がらないで下さい。転倒によりけがをする恐れがあります。

加熱中は移動しないで下さい。転倒によりけが、又は火災の恐れがあります。

移動する時は、柱をしっかり持って移動して下さい。

転倒によりけがをする恐れがあります。

雨の当たらない屋内で使用して下さい。

雨などの水が当たるとランプが割れたり、ショート感電の恐れがあります。

ランプ廻りを囲ったり密閉したりしないで下さい。火災の原因になります。

強い衝撃を与えないで下さい。ランプが割れてけがをする恐れがあります。

精密機器の為、本機から離れる場合は必ず電源プラグをコンセントから抜いて下さい。

落雷等やノイズが発生した場合、誤動作により点灯したり感電や漏電火災の原因になります。

使用中や使用直後は各部に触れないで下さい。

高温ですのでやけどをすることがあります。

ランプは素手で触らないで下さい。破損する場合があります。

可動部には、手や指を入れないで下さい。けがをすることがあります。

火気に近づけないで下さい。

本体の変形、破損によるショート、発火の原因になります。



※１

※２

※１：再発する場合は、Ｐ７～８を参照し照射状況を確認してください。

※２：電源プラグを分解し、内部のＲ（赤）、Ｔ（黒）の線を入れ替える必要があります。
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ヒーターパネル

ハロゲンランプ（6本）

反射板（6枚）

保護枠（6枚）

角度調整ノブ（左右）

赤外線放射温度センサー

パネルハンドル（左右）

ポール

ベース

アーム

個別スイッチ（6ヶ所）

ヒーターケーブル

ハンドル

レバー

ガススプリング

コントローラー

折り畳み式電源コードフック

電源コード

キャスター（左右）

ロック付きキャスター（左右）
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６．０ｋＷ　（１．０ｋＷ×６本）

約４５ｋｇ

○ヒーターパネル（ステー付き）　　　　　　 　　○保護枠 6 枚

○ポール（コントローラー　アーム付き）　　 　　○移動ハンドル 2 式

○ガススプリング（台座付き）　　　　　　　 　　○ベース（キャスター付き）

○書類

　・取扱説明書（本書）　　　　　　　　　　　　　・ユーザー登録用紙

○小物袋

　・ポール取付ワッシャー（M10） 4 枚　　　　　　・パネル取付ボルト（M12-40）

　・ポール取付スプリングワッシャー（M10） 4 枚　・パネル取付ワッシャー（M12） 2 枚

　・ポール取付ナット（M10） 4 個　　　　　　　　・パネル取付ロックナット（M12）

　・レバー　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・センサー固定リング

　・レバー用固定ピン　　　　　　　　　　　　　 ・センサー背面キャップ

　・レバー用スナップピン　　　　　　　　　　　 ・移動ハンドル取付ネジ（M6-15） 4 本

約８ｍ

ＡＣ三相２００Ｖ　５０Ｈｚ／６０Ｈｚ

０～６０分（全モード共通）

設定値の±１％以内（全モード共通）



・保護枠を 6ヶ所に取付します。
※ランプに触れないように注意して下さい。

５ 保護枠の取付

・アーム先端に M12-60 ボルト、M12 ワッシャー
　と M12 ロックナットを使い固定します。
・パネルハンドルが下側になるように取付してください。
※逆向きに取付するとヒーターパネルを動かした時に
　ヒーターパネルが脱落します。

３　ヒーターパネルの取付

・レバーを固定ピンとスナップピンで取付します。
・面取りされた面をガススプリング側にして下さい。
※取付の際は不意にガススプリングを開放しないよ
　うに注意してください。

２　レバーの取付

・温度センサーをパネル背面から入れて
　固定リングを締めて固定します。
・その後カバーを嵌めます。
・最後にヒーターケーブルを接続します。

４　温度センサー、ヒーターケーブルの取付

・ベース中央のプレートにポールを乗せます。
※フレームの隙間はきつめですが、
　倒れると危険ですから必ず二人以上で
　作業してください。
・ベース下面から M10 ワッシャー、
　M10 スプリングワッシャーと M10 ナットで
　締込固定します。

１　ベース、ポールの組立

固定ピン

スナップピン

レバー

保護枠

・移動ハンドルを左右 2箇所に M6-15 ネジで取付します。
・ハンドル固定後にカバーを嵌めます。

６ 移動ハンドルの取付

ワッシャー

スプリング
ワッシャー

ナット

ネジ
カバー

ハンドル

温度センサー

カバー

固定リング

ヒーターケーブル

ボルト
ワッシャー

ワッシャー ロックナット



点灯 点灯

消灯 消灯

消灯 消灯

ヒーターパネルの昇降方法について

アーム部分を支えながら、ハンドルとレバーを
握り上下に昇降させます。
可動範囲は水平状態から
上下それぞれ約 50 度となっております。

スイッチ 　　　　　※注意

必ず運転（通電）させる前に
ランプの切替えを行ってください。
運転中にスイッチをＯＮにして
ランプを点灯させると製品寿命を
短くしますのでおやめください。
しかし、運転中にスイッチをＯＦＦ
にしてランプを消すことは問題
有りません。

温度センサーを使う場合は必ず中段のどちらかは点灯してください。
中段を使わず上下段のみ点灯させた場合、温度が正しく測れず、照射部分が高温になります。

点灯 点灯

消灯 消灯

消灯 消灯

点灯

消灯

消灯

消灯

点灯

点灯

点灯

消灯 消灯

消灯点灯

消灯

・計測ＯＫの例 ・計測ＮＧの例

センサーと離れている為、表示される温度より
高温なります。
その為、設定温度に到達する為に、高出力で照射され
対象物へ熱による問題が起こる可能性があります。

***************** 注意 *****************

レバー

ハンドル

視野径は測定距離によって下図の様に変化します。視野径の範囲の温度を計測します。

[Er3 ループ断線 ]が繰り返し表示される場合は、電源を落としヒーター部分冷却後
センサー表面に、汚れの付着や何かかぶさっていないか、センサーが照射物方向を
向いているかを確認します。
汚れの場合は清掃、センサーや固定金具に変形や破損がある場合は修理依頼をして下さい。
※清掃方法は「8-3」をご覧下さい。

温度センサーの照準について



　　　　　　　************** 注意 **************

温度センサーの清掃や取付位置の確認をしても [Ｅｒ３　ループ断線 ]が

繰り返し表示される場合は温度センサーの計測位置が照射対象とずれている

可能性が有ります。

例１）

　フェンダーを照射している時に、タイヤハウジングの温度を計測していた。

例２）

　取り外したホイールや部品（ドアミラーやモール等）に照射している時に、

　床や空間（スタンドや吊り下げている時）の温度を計測していた。

これらの場合はヒーターパネルの位置を調整してください。




